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月 日 事業・活動内容

4 25 第80回日本産業衛生学会　（大阪）
開催日：　2007年4月25（水）～28日（土）
会　場：　大阪国際会議場（グランキューブ大阪）

4 25 「産業歯科保健部会」設立記念フォーラム
産業歯科保健の未来　－部会設立にあたって－
１．新たな産業歯科保健への展望
　　　大久保満男（(社)日本歯科医師会会長）
２．産業歯科保健活動における歯科衛生士の役割
　　　金沢紀子（(社)日本歯科衛生士会会長）
３．産業歯科保健と歯の健康づくり（口腔衛生学の立場から）
　　　中垣晴男先生（日本口腔衛生学会理事長、愛知学院大学教授）
４．産業歯科保健活動の期待される役割と展望
　　　片倉豊樹（（財）ライオン歯科衛生研究所　副理事長）
５．産業歯科保健部会の今後の展望
　　　加藤　元（産業歯科保健部会副部会長、日本アイ・ビー・エム健康支援センター）

参加者数：108名
4 25 職域口腔保健研究会（自由集会）ー食行動と肥満ー

１．肥満と咀嚼の関連性
　　　武井典子（（財）ライオン歯科衛生研究所）
２．2色ガムから見えてくる歯科保健活動
　　　福田雅臣（日本歯科大学東京短期大学）
３．医療制度改革と産業歯科保健活動
　　　石井拓男（東京歯科大学）

第17回日本産業衛生学会　産業医・産業看護全国協議会　（東京）
開催日：　2007年11月2～4日
会　場：　東京プリンスホテル
メインテーマ： これからの健康管理・産業保健を求めて

11 3 シンポジウムⅢ
会　場：　東京プリンスホテル　マグノリアホール
テーマ：　口腔保健と生活習慣病
座　長：　東　敏昭（産業医科大学）
　　　　　藤田雄三（（株）神戸製鋼所）
１．口腔衛生　－産業医および研究者の立場から－
　　　井上和男（東京大学大学院）
２．産業歯科保健活動における職種間連携について　－産業歯科医としての現場経験から－
　　　青山行彦（浜松アクトタワー青山歯科室）
３．保健師による産業歯科保健の取組みについて　－総括的な健康支援を目指して－
　　　黒田佳子（（財）日本予防医学協会九州センター）

参加人数：120名

【東海産業歯科部会】
11 18 第2回日本産業衛生学会東海地方会産業歯科部会研修会

開催日：　2007年11月18日
会　場：　朝日丸の内ビル　B1小会議室（名古屋市）

　 講　演：　産業歯科保健活動における連携
　　　　　　坪井信二（愛知学院大学）
討　議：「これからの産業歯科部会活動について」

参加者数：９名
2 2 2007年度　第22回産業保健スタッフのための研修会

開催日：　2008年2月2日(土)　10:30～16:40
会　場：　愛知医科大学　たちばなホール（愛知県長久手町）
講　演：
1．職場条件向上を目指した人間工学的KAIZEN
　　　岸田孝弥（中京大学）
2．産業保健における歯科の役割－歯の健康づくりを考える
　　　坪井信二(愛知学院大学)

　　　　座長　金山敏治（岡崎労働衛生コンサルタント事務所）
ディスカッション：　職域で特定健診・保健指導に取り組む意義は?
　　　　斉藤政彦（大同特殊鋼（株））
　　　　吉田　勉（名城大学薬学部）
　　　　杉本日出子（（株）ジェイテクト）
　　　　市丸麻衣子（三菱重工（株））

参加者数：84名
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